
沖
縄
戦
79
年 

憲
法
施
行
77
年 

講
和
条
約
72
年 

沖
縄
復
帰
52
年 

☆
沖
縄
の
心
は
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
拒
否
し
ま
す 

 

◆ 

６
月
23
日
は
沖
縄
県
が
制
定
し
た
「
慰
霊
の
日
」
で
す 

沖
縄
の
歴
史
上
、
最
も
悲
惨
な
出
来
事
は
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
３
月
か
ら
日
本
の
敗
戦
日
以
降
も 

続
い
た
「
沖
縄
地
上
戦
」
で
し
た
。
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
て
も
日
本
軍
は
住
民
を
守
ら
ず
、
何
と
沖
縄
の 

人
口
の
４
分
の
１
の
命
（
20
万
人
以
上
）
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
２
月
か
ら
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
戦
争
、
さ
ら
に
２
０
２
３
年
10
月
か
ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の 

ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃
が
続
き
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
市
民
た
ち
の
犠
牲
に
心
が
痛
み
ま
す
。 

沖
縄
戦
で
の
悲
惨
さ
が
重
な
り
ま
す
。 

 ◆ 

美
し
い
沖
縄
の
海
や
山
を
壊
し
て
、
軍
事
基
地
を
造
り
続
け
て
い
ま
す 

こ
の
よ
う
な
中
で
、
政
府
は
日
本
国
も
「
中
国
か
ら
の
脅
威
」
が
あ
る
！
「
台
湾
有
事
」
！
と
あ
お
り
立
て
、

 

軍
備
拡
張
が
必
要
だ
と
唱
え
て
い
ま
す
。
美
し
い
沖
縄
の
海
や
山
を
壊
し
、
沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視
し
て
、

 

辺
野
古
の
海
を
埋
め
立
て
て
、
戦
争
す
る
た
め
の
米
軍
の
軍
事
基
地
を
造
り
続
け
て
い
ま
す
。
基
地
設
計
変
更

 

の
承
認
権
限
を
沖
縄
県
知
事
か
ら
奪
い
、
代
わ
り
に
国
が
手
続
き
を
進
め
（
代
執
行
）
、
１
月
10
日
、
完
成
す

 

る
見
込
み
が
な
い
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
並
み
」
の
軟
弱
地
盤
が
あ
る
大
浦
湾
側
の
埋
め
立
て
工
事
に
着
手
し
ま
し
た 

◆ 

南
西
諸
島
（
琉
球
弧
）
が
軍
事
基
地
化
さ
れ
て
い
ま
す 

自
衛
隊
が
こ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
鹿
児
島
県
・
奄
美
、
与
那
国
、
宮
古
、
石
垣
の
島
々
を
含
む
琉
球
弧
に
、 

自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
３
月
30
日
、
沖
縄
本
島
う
る
ま
市
・
陸
上
自
衛
隊
勝
連
分
屯

 

地
（
19
へ
ク
タ
ー
ル
）
に
も
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
、
こ
れ
ら
「
第
七
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
」
の
本
部
と
な

 

り
ま
し
た
。
新
た
な
官
舎
が
完
成
し
、
２
０
０
人
以
上
の
自
衛
官
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。 

ミ
サ
イ
ル
配
備
断
念
を
求
め
る
、
多
く
の
う
る
ま
市
民
の
反
対
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。 

 

◆ 

う
る
ま
市
の
自
衛
隊
訓
練
整
備
計
画
が
中
止
さ
れ
ま
し
た 

さ
ら
に
昨
年
12
月
、
同
じ
う
る
ま
市
石
川
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
跡
地
（
20
へ
ク
タ
ー
ル
）
を
自
衛
隊
訓
練
場
に
す

 

る
整
備
計
画
が
浮
上
し
ま
し
た
。
「
青
少
年
の
家
」
（
こ
ど
も
青
年
の
研
修
施
設
）
や
住
宅
街
が
隣
接
す
る
場

 

所
に
で
す
。
勝
連
の
陸
上
ミ
サ
イ
ル
連
帯
の
た
め
の
訓
練
や
、
米
軍
と
の
共
同
訓
練
に
も
使
わ
れ
る
可
能
性
が

 

高
ま
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
反
対
か
ら
う
る
ま
市
民
全
体
、
各
自
治
会
の
総
意
に
、
さ
ら
に
県
民
全
体
に 

「
閑
静
な
住
宅
街
に
自
衛
隊
基
地
を
造
る
こ
と
は
認
め
な
い
」
と
一
致
し
て
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果

 

４
月
11
日
、
防
衛
庁
よ
り
「
計
画
の
断
念
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◆ 

沖
縄
の
心
と
は
、
戦
争
に
つ
な
が
る
も
の
を
拒
否
す
る
こ
と
で
す
。 

Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！ 

 

「
命ヌ

チ

こ
そ

ド

ウ

宝
」
（
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
命
）
で
す
！ 

 
 

 
 
 

私
た
ち
は
こ
の
「
沖
縄
の
心
」
を
も
っ
て
、
平
和
行
進
し
て
い
ま
す
。 

 
   

 
 

 
  

   

二
〇
二
四
年
六
月
九
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
８
８
回
目
） 

  

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五 

  

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

 

 浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松  で検索  



 
 

 
 

 
 

     
         
 

 
 
 

                                    

  
 
 
 

 日
本
国
憲
法 

  
 
 

前
文 

  
 

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、 

わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が 

国
全
土
に
わ
た
つ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て 

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に 

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。…

 
 

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、 

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。…

 
   
 

 

第
九
条 

戦
争
の
放
棄 

 

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権 

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決 

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。 

 
 

 

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い

 
 

国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

  
 

 
 

 
 

第
十
一
条 

 
 

 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に

 
 

保
証
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在 

 
 

及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

  
 

 

第
十
二
条 

 
 

 
 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て 

こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

又
、
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
。
常
に
公
共
の
福
祉
の

た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

   
 

 

第
九
十
七
条 

  
 

こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
証
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る 

 
 

自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試
練
に 

堪
へ
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利 

と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

   
 
 

 
 


